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序

中之条町は、群馬県町商北部に位置しており、盆I也、 ilirLi守主丘、丘陵地、山IHJ部と地形のを化に，/;.;んだF当

然出lかなf..;!境にあり、また、 |吋桁A重要文化財である日向見薬師'止や富沢家H宅をはじめとして、りよ指定、

町指定の文化財や史跡に lとまれた町です

近年、中之条町においても科的開発にrIっ J'I'，iit文化財の発掘調貨がI官加しています。ノト倒的調作は、凶道

3 5 3号(駅南パイハス)道路改築(改良)引業lこ{半い、道路予定地内にある鉄I告の移設1::'1'.に先ぶって実

砲されたもので、調借地か句は.奈良時代的住居跡が験出されました 記鉢保存のための緊急的な s湖先であ

るとはいえ、こうした，潤食により得られた資料が蓄輸されていくことで、地域の歴史がU)Jらかにされていく

ことは、 Jド，;;~.に大きな意義を持つと思わiLます 。

故後に、ノ')'Iulの発似凋在の'克地にあたり ζ理解、ご協 )Jをいたたきました }j々 に深〈感謝申 Ljげます。

'1' 1.此8年II月29日

中之条町教n:sH会

教育長 中津1H..K

f71J 一吉
田

l 本 .~~は、*京 lι71株式会fj による鉄広移設仁1干の'土地に11'い、中之条町教育委只会が'λ施した、 L< 附 II

遺跡内発J輯調作慨袋報告 'I I ~である

2 発掘調査は、平成 8年 6fJ 2 1日から判ι8年 7JJ 8日まで行い、遺物幣理及び報ff占作成は判此 8年

8JJから 11 nにかけて行った。

3 発ぬi調査および移理作業は‘*京屯力株式会社のmn負担によリ実施した

4 発J冒訓fi:および幣i'l作業は文化財指羽以 (嘱託)小 i:i;昭三郎の協力を得て、社会教育諜主事 倒的幸夫

カサ11"jした。

5 本 II}の執筆および制集1;1if(自身、:0*がjiった。

6 本調1tにおけるJ己H.出 Lil'i物については、中之条町教育委μ会において保竹Lている。

7 調先立らびに本J?の制集に際し、下記の }j々 にこ協 )Jをいただいた。

東京屯)J株式会社 株式会社ililJ研 コーエイ株式会社

8 発jf.ii~，河先作業Ji

小i~~J -\f: (~ illJ水¥[(- 同航」ト，).， 水11¥i庄雄

凡 例

l 遺榊:J: ilillEメl 中町断 Itu 基市線は~(.~でぷ L. }jf立花4Jはl事標北をぷす。

2 宜情実ililJsIの縮尺は次のとおリである。

全体I'XI 1 2 0 (J!ti跡 6 0 

3 il'i t，v;・造物写点の紘Kは統 4 していな L、。
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第 1章調査にいたる経緯

東京'i.t!:力株式会社では、国道 35 3 '，; (駅南パイハス)道路改築 (改良)や主に作い、道路建設予定地内

に設置されている鉄俗的移設工'1>を計画した。移設予定地における埋雌文化財町イi無について開会を受けた

町教育委只会が、当該地について、 JIRJ磁文化財の有無を侃;認するための試拘i凋併を実地したところ、奈良時

代の住居跡が線認された。このため、会社側と協議をtiい、工'1';;{f工前に発jf.tiJ凋伐を実施して記録保存の附

置を講ずることとな った。

第2章遺跡、の位置及び周辺の遺跡、

長岡遺跡は、 '1'之条町の南部を点流する苔長川左岸の河lif段丘 l二に{立抗している。泣湖、の東側を胡桃iJ¥川

が南流し、告主川に注いでいる。長岡H遺跡は、中之条町大宇中之条町 18 7 9ー l番地に所在し、段11:地

上の緩傾斜地に立地する。標高は 338m、調査f也の現況は畑である。

本遺跡が所イドする 中之条町の南部では、町内中央部を流れる四万川や、東部を流れる名久田111が7J..)j川に

合流している。これらの河川の合流点付近には、中之粂盆I也と呼ばれる山間盆I也が発注している。-fJ"T...川を

はじめ、 V4J!川、:?"久田川町流域には、数段の河岸段 !i:がみられ、これらの段丘上に市街地や住宅地が形成

されている。この地域には、モに弥生時代以降の遺跡がやイ正している。

今固め調:ff.J也の南東には、長岡 I遺跡があり、弥生時代後JUIから平安時代の{上肘跡がs調査されている ま

た、本遺跡の*倒11の中之条駅南地lメでは、弥生時代後期から千安時代の天神 ・I11端j宜跡、占境時代から 'f"ti:

時代の上師、遺跡が調査されている このほか、吾]l'111肉料IJt~~段丘上には、弥生時代の法1前年遺跡、山治時代

の法満寺土削I遺跡などのほか、段[i-と接する丘陵の緩傾斜地には、 8世紀内天台1(':'11遺跡がある。また、本

遺跡の西方、否}kJIIと四万川とのイト流山Hj止には 5世紀末築造的平干の陪古ljせがあり、この内万川をやや遡っ

たところには、小川古杭群と日l'ばれる 4)，ょの古境がある。

中之条町内東部、名久田川下流域には、七日市、中沢、小塚、桃i頼遺跡などがあリ、 FA干の水田Nをは

じめと Lて主に占噴時代中期からド安時代まて酬の集落跡がs絢資されている。また、これらの遺跡的付近には

小塚、樋塚などの占坑もよtられ、他』正.!itftは6世紀前半と推定されている。

第3章調査の方法と経過

調査子定地における試掘調査は、‘ド，，)t8年 6月 10 nに尖地した。O..2m'の'" '/クホーにより .2m川町ト

レ/チを設定し、干断1Mの精査を行った その結果、トレ ンチの断而に釘いて奈良時代的住居跡が 1軒傾，，2.

された。

試掘調在に布いて逃械が確認されたことによリ、 E淵住区を鉄I若ill設予定地全域に e没定して本発姻調布を;Ji

摘した 。 kl のj~illlJは垂機て"行い、その後、入力による i立附倣認作業を行った 。 また、 lîl家座標を Jt，に il川 lst

杭を適宜設置したはか、水準測量を行い、ベンチ7-7を設置した。検出された泣備については、挺土除1，
作業を行った後、 l'・断I面図を作成し、あわせて、モノクロ且ぴリパ サル7ィルムによる写兵蝦彩を行 っ

た。遺構平 ・断I副図は 20で、訓告区全体図は 4(Jの総尺で作成した。凋貨の終了後には、再び軍

機により型的民しを行った 。 本発j~i ，淵イ'1'は、ド成 8 年 6 J J 2 1十lから 7月8日にかけて実施した。
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第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (1/25，000)

長岡遺跡 2 )，， ~I' ii'i跡 3川端AS跡 t原遺跡 5 法i曲、11立跡

6 法;品キ上削iS跡 7 λ~ fi t1明遺跡、 8 イiのI苔占Jtt 9 小I11，'，Jj'rr.f 10 七LIdi i古跡

11 中 il~遺跡 12 桃糊遺跡 1 :1 小坂遺跡 11 小fj(凸打1 15 樋以，'，J(t 

第4章 基本層序

① 
L :n8.0m 

①此版色上 jxHIJ B 'f!t:{iを含む 1 -.2 ('rn大の礁を含む，

② 
@}.'.'.色 1 大小の喋を}<合む

③此llJ色砂t1上 1 -5cm大内慨を多く含む。

③ L =3:17 .5m ②".1，¥尚色ト 1 -1 () cm大の艇を微iAI含む

④ ⑤.'，1，¥尚色上 5-10cm大同僚をきわめて多〈含む。

⑤ 
⑥明J.W.褐色砂7'(1 .k小町田聖を}< ;守む。

⑥ 

第 2図土層柱状図
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第5章検出された遺構と造物

1号住居跡

x= 64985 

一一ー『¥+ Y =-88205 

X 64985. Y = -881951こ位泣する 。脱政は束西!日1で4.70m、市壁が試!f.e訓告iI.Jに削平されたが、平l自l形はほ

ぼ H形を呈するものと推定される。

床は、基本土層②層的虫色土'1'に構築されており、全体的に平t日で宅〈締まる 咲はやや緩やかにiLち k

り翌日は最大て-'77cmてeある。

カマドは、京U.tに設置されている 焚口部に深さJ8cmの刷込みが見られる。MIはほとんど残存していない

が、納1jと補強材として用いられたと巧えられる燃が残存していた。

柱穴はほ必されていないが、貯蔵穴と見られる浅い堀り込みがカ 7 ドの市!日lで検出された。サイズは 1([径

50cm、深さ 15cmである。

遺物はよ師詩的杯、主要、須，IJ!~ ~i量的t見、袈などが出仁している 。 年代は 8 世紀に比定される 。

1号住居跡出土遺物
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1号住居跡出土遺物

， .燭色 FAγロク 'J.'々や . "τ 。 タ 中 少 . .

処土プロ ク 'J.'・.レ-'tr.f 

c C' 2 健闘・!.I FAプ" ， +， " F Aプ 0 タゅ・・
FA7a 人・..・4プ<1 ， ~'I 徹・~ J、r.T

3 ・R燭色土， Aプロ ヲ，]..~じ"プロ タ '1' 11:姐

健土プロ ク 小 ..  レ当時十民人

ヘ〆〆
4 健司偽色 FAプロ タ 小々や J F.~ プロ ク "1'ψ・

健全プロ ' 小， .川ド ルιi荷量.

， .燭色 "γ包 ，. 'J-I:tむト‘プ" ， '1'冊・
4.'70 ヲ ".処置

1:.-

B 

c C' 

~一一一一 一
B' 

B 

。 L =338.51l1 2 m とてー十でこ三ず

第 5図 1 号住居跡実現~図
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1号住居跡遺物出土状況

1号住居跡全景
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第6章 まとめにかえて

今凶の調慌て'係認されたi世械は、奈良時代的任穴式住'I'}跡 l軒のみであるが、長岡地区においては、本遺

跡的南東において、弥生時代後期および半安時代の住肘跡が検出され調布されている。また、占IJ桃沢川を挟

んだJld則においては、弥生時代後期か句平安時代にかけての集部i世跡である天神遺跡・川端遺跡、 r'itn時代

から平安時代的集部遺跡である上原遺跡がある。伊勢町地区遺跡鮮と総称されるこれらの泣跡では、総数で

5 0 0軒以上の竪穴式住居跡が調子Eされており、占fJ桃iH川以東町駅南地区には広範|刑に遺跡か展開し ている

ことカ叩月らかにな ってし、る。

これまでに実施された訓告から抑制する限り、駅南地区に比べl~岡地区においては、池桃分布が.it"iilりに

なるようであるが、今後円調作によ って、長岡il'l跡における集部の変遷・分布状況カ、伊勢町地区遺跡貯との

関わりにおいて、 U!Iらかにされてゆくことを期待したい
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長岡 11遺跡、
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